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凡
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や
－
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話題のひろば

且

４カーー毎

左上・右上／美しい響きで唄う松永さん

右下は日原美智子さん。左下は樽家泰子さん

音
の
シ
ャ
ワ
ー
に
包
ま
れ
て

松
永
光
紗
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

「
あ
あ
、
今
ま
で
聞
い
た
事
の
な
い
響
き
だ
わ
ぁ
！
」

槌
慮也

今
注
目
を
浴
び
て
い
る
「
ナ

チ
ュ
ラ
ル
で
心
地
よ
い
響
き
」

と
に
か
く
「
心
に
と
ど
く
音
」

と
〃
感
透
音
神
戸
″
代
表
の

樽
家
泰
子
さ
ん
が
心
酔
し
た
ト

マ
テ
ィ
ス
メ
ソ
ー
ド
音
楽
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
ソ
プ
ラ
ノ
、
松
永

光
紗
さ
ん
を
神
戸
に
招
待
し
て
、

７
月
ｎ
日
、
６
時
半
か
ら
北
野

坂
の
コ
ー
ナ
ー
ハ
ウ
ス
Ｄ
Ｏ
で
、

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ

た
。
唄
う
人
形
た
ち
に
彩
ら
れ

た
会
場
で
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ソ
ン

グ
の
〃
美
女
と
野
獣
″
の
声
が

響
く
と
、
そ
の
澄
み
き
っ
た
透

明
な
声
に
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。

ピ
ア
ノ
は
豊
島
裕
子
さ
ん
。

美
空
ひ
ば
り
の
悲
し
き
口
笛

か
ら
、
川
の
流
れ
の
よ
う
に
ま

で
の
メ
ド
レ
ー
も
懐
か
し
く
暖

か
い
。
武
満
徹
の
〃
あ
る
恋
〃

は
朗
読
と
歌
曲
で
綴
ら
れ
た
ド

ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
さ
が
ス
テ
キ
！

ア
ン
コ
ー
ル
は
本
格
的
な
歌

曲
「
ト
ス
カ
」
の
〃
歌
に
生
き

恋
に
生
き
″
・
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

の
あ
と
、
ト
マ
テ
ィ
ス
メ
ソ
ー

ド
音
楽
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
日
原
美

智
子
さ
ん
の
お
話
で
、
ト
マ
テ
ィ

ス
博
士
の
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

が
実
践
さ
れ
て
、
２
０
０
人
の

お
客
様
は
興
味
津
々
。
演
奏
後

の
集
い
は
参
加
者
も
多
く
、
次

へ
の
集
ま
り
が
待
た
れ
て
い
る
。
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；

霞

「
家
族
を
愛
し
、
友
を
愛
し
、

仕
事
を
愛
し
、
趣
味
を
愛
し
、

芸
術
を
愛
し
、
食
を
愛
し
た
君

の
人
生
七
十
年
は
、
一
般
の
人

の
百
年
に
も
匹
敵
す
る
有
意
義

な
人
生
だ
っ
た
と
思
う
」

と
「
島
田
光
夫
君
と
お
別
れ

す
る
会
」
を
六
月
三
十
日
神
戸

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
借
楽
の
間

で
開
い
た
代
表
世
話
人
の
柏
井

健
一
氏
は
、
島
田
さ
ん
を
偲
ん

で
書
か
れ
て
い
る
。

昭
和
九
年
の
須
磨
生
れ
。
東

須
磨
小
、
神
戸
中
、
湊
川
高
校

か
ら
京
都
芸
大
彫
刻
科
卒
。
三

十
一
年
㈱
つ
る
や
衣
裳
店
に
入

社
し
、
三
十
六
年
社
長
、
平
成

十
五
年
会
長
に
。
今
は
夫
人
の

敬
子
さ
ん
が
社
長
で
あ
る
。

神
戸
Ｊ
Ｃ
の
ら
く
ろ
会
代
表

幹
事
、
経
済
同
友
会
常
任
幹
事
、

全
国
貸
衣
裳
業
連
絡
協
議
会
常

任
理
事
を
務
め
、
神
戸
ロ
ー
タ

リ
ア
ン
、
そ
し
て
神
戸
食
総
合

研
究
所
名
誉
会
長
と
し
て
〃
う

ま
い
も
ん
探
偵
団
団
長
″
で
も

あ
る
グ
ル
メ
通
、
祉
戸
ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー
ク
ラ
プ
の
前
会
長
で

〃
ポ
ン
テ
ペ
ル
レ
″
の
熱
心
な

支
援
者
。
“
つ
る
や
衣
裳
店
″
の
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
衣
裳
の
粋
も
見
事
で

大
丸
前
の
本
店
が
七
月
下
旬
に

完
成
す
る
。
光
っ
ち
ゃ
ん
最
後

の
美
意
識
が
楽
し
み
だ
。

五
月
三
十
一
日
永
眠
。
七
十

才
。
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話題のひろば

平
成
肥
年
度
こ
う
べ
芸
文
総
会

好
評
刈
周
年
記
念
誌
刊
行

「
二
十
世
紀
神
戸
物
語
」

神
戸
物
晒
屑
曇
欄
裏
嬰
汲
一
手
開
勇
蕗

設
立
釦
周
年
を
迎
え
た
、
総

合
文
化
団
体
「
神
戸
芸
術
文
化

会
議
」
（
議
長
・
加
藤
隆
久
）

こ
と
〃
こ
う
べ
芸
文
″
の
総
会

が
、
７
月
廻
日
㈲
神
戸
ポ
ー
ト

ピ
ァ
ホ
テ
ル
借
楽
の
間
で
開
か

れ
、
約
１
７
０
人
が
集
っ
た
。

加
藤
議
長
が
「
訓
周
年
を
迎

え
て
記
念
誌
『
二
十
世
紀
神
戸

物
語
』
を
刊
行
で
き
ま
し
た
こ

と
が
な
に
よ
り
と
思
っ
て
い
ま

す
。
一
昨
年
の
夏
か
ら
計
画
し
、

懐
か
し
い
〃
ひ
と
・
も
の
・
こ

と
″
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
会
員
の
皆
さ
ん
に
ご
寄
稿
い

た
だ
き
ま
し
た
。
が
、
ま
だ
ま

だ
登
場
し
て
い
た
だ
き
た
い

『
ひ
と
」
や
『
ま
ち
』
や
『
で

き
ご
と
』
が
あ
り
ま
す
の
で
、

第
２
部
を
創
り
た
い
と
言
っ
て

い
る
ぐ
ら
い
で
す
。

ま
た
今
回
は
、
新
入
会
員
が

妬
名
も
入
会
さ
れ
、
こ
れ
は
凄

く
嬉
し
い
こ
と
で
す
の
で
、
入

会
さ
れ
た
方
々
も
ぜ
ひ
頑
張
っ

て
下
さ
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
。

町
本
文
化
観
光
局
長
の
祝
辞

の
後
は
事
業
報
告
と
計
画
。
そ

し
て
新
入
会
の
紹
介
は
圧
巻
。

６
時
半
か
ら
の
懇
親
会
は
矢

田
立
郎
市
長
も
祝
辞
を
。

シ
ョ
ー
タ
イ
ム
は
、
バ
リ
ト

ン
の
時
宗
務
さ
ん
の
唄
が
フ
レ
ッ

シ
ュ
だ
っ
た
。

△新人歓迎紹介

』

§

｢二十世紀神戸物語」￥4,000で頒布
問合わせO78-322-5165平松正子

9１

加
藤
議
長
と
ゲ
ス
ト
矢
田
市
長

Ｉ

芸術文化会誌総会

且

』ﾘャ
ユ１１卓、詞

平成１６年度神戸芸術文化会読総会
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ま
ざ
ま
な
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
子
育
て
を
経
験
し
た

地
域
の
先
輩
た
ち
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
、
こ
う
し
た
不
安
を

解
消
し
、
時
と
し
て
虐
待
な
ど
の
大
き
な
問
題
を
予
防
す

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ｌ
地
域
の
役
割
と
い
う
の
が
大
き
い
で
す
ね
。

以
前
は
、
「
他
人
の
こ
と
に
は
口
を
突
っ
込
ま
な
い
」

「
気
に
な
っ
て
も
口
出
し
し
な
い
」
と
い
う
の
が
地
域
の

現
状
で
し
た
。
し
か
し
、
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
虐
待
な

ど
に
対
す
る
セ
ン
タ
ー
へ
の
通
告
件
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
虐
待
事
件
の
続
発
な
ど
に
加
え
、
平
成
十
二
年

の
児
童
虐
待
防
止
法
の
制
定
で
通
告
が
義
務
付
け
ら
れ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
見
守
る
こ
と

へ
の
住
民
意
識
が
高
ま
っ
て
き
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
県
で
は
、
虐
待
や
育
児
不
安
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど

子
育
て
家
庭
の
親
子
が
発
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン
を
地
域

で
キ
ャ
ッ
チ
し
、
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
係
機
関
に

適
切
に
つ
な
ぐ
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ご
近
所
だ
か
ら
こ
そ
気
に
か
け
た
い
、
子
ど
も
の
安
全
・

安
心
な
環
境
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
一
人

ひ
と
り
が
地
域
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

ｌ
最
近
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
が
取
り

ざ
た
さ
れ
て
い
ま
す
が
。

児
童
虐
待
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
よ
く
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
県
の
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
児
童
虐

待
相
談
件
数
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
県
内
四
カ
所
に

あ
る
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、
養
謹
相
談
や
保
健
相
談
、

非
行
相
談
な
ど
十
八
歳
未
満
の
子
ど
も
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
に
電
話
を
か
け
て

相
談
す
る
人
は
ま
だ
全
体
の
ご
く
一
部
で
、
実
際
は
孤
立

し
て
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
る
お
母
さ
ん
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
軽
い
ス
ト
レ
ス
な
ら
、
話
を
聞
い
て
も

ら
う
だ
け
で
解
消
で
き
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
ま
ず
は
、

家
庭
で
お
父
さ
ん
が
育
児
の
話
に
耳
を
傾
け
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

ｌ
子
育
て
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
大
切
な

の
で
す
ね
。

い
か
に
親
を
孤
立
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
か
、
核
家
族

化
が
進
み
、
家
庭
内
に
子
育
て
の
相
談
相
手
が
い
な
い
ケ
ー

ス
も
多
い
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
で
子
育
て
中
の
親
た

ち
が
気
軽
に
集
い
、
話
を
す
る
場
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
若
い
親
た
ち
は
、
子
育
て
に
関
し
て
さ

児
童
虐
待
を
は
じ
め
子
ど
も
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

事
件
が
増
加
す
る
中
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
見

守
り
、
は
ぐ
く
む
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

中
央
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
聞
く

子
ど
も
を
守
る
地
域
の
役
割
に
つ
い
て

お
話
を
伺
っ
た
方
》
蕊
離
軽
謹
ン
夕
‐
塚
元
重
範
さ
ん

児
童
虐
待
型
時
間
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

中
央
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
蛮
０
７
８
（
９
２
１
）
９
１
１
９

西
宮
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
召
０
７
９
８
（
７
４
）
９
１
１
９

姫
路
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
窓
０
７
９
２
（
９
４
）
９
１
１
９

豊
岡
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
盃
０
７
９
６
（
２
２
）
９
１
１
９
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☆
こ
う
べ
元
町
１
３
０
年
記
念
事
業

「
こ
う
べ
元
町
お
菓
子
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
（
８
〆
１
⑧
～
８
垂
＠
が
ス
タ
ー
ト
。

神
戸
元
町
商
店
街対象

の
キ
ッ
ズ
デ
イ
ズ
は
、
親
子
で
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
忍
者

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
に
身
を
装
い
、
神
戸
元
町

商
店
街
の
あ
ち
こ
ち
を
探
検
し
て
も
ら
う

「
忍
者
ま
ち
を
あ
そ
ぶ
、
元
町
」
。
児
童
書

の
一
文
か
ら
そ
の
著
瞥
を
当
て
る
「
ク
イ

ズ
こ
の
本
な
－
に
」
は
正
解
率
に
よ
っ
て

最
品
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。

風
月
堂
ホ
ー
ル
で
は
人
形
劇
を
上
演
。

そ
の
隣
の
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
，
サ
・
ソ
・
ボ

ン
で
は
、
お
菜
子
教
室
も
間
か
れ
親
子
で

参
加
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
時
や
、

エ
リ
ア
内
の
巣
子
店
で
、
シ
ー
ル
や
ス
タ

ン
プ
を
押
し
て
も
ら
い
、
所
定
の
用
紙
で

応
募
す
る
と
、
抽
選
で
景
品
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
き
れ
る
。
期
間
中
は
、
「
こ
う
べ
元
町

お
菓
子
マ
ッ
プ
」
が
配
布
さ
れ
、
こ
れ
を

手
に
神
戸
元
町
商
店
街
が
つ
く
り
出
す
お

菓
子
の
世
界
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

一g屍乙ﾉｿ2,ﾉ|'aひJ，

「
神
戸
元
町
」
の
名
前
が
誕
生
し
て
か

ら
、
今
年
１
３
０
周
年
を
迎
え
た
。
今
年

３
月
か
ら
神
戸
元
町
商
店
街
を
中
心
に
、

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
き
た
。
今

回
は
、
８
月
１
日
か
ら
塑
日
ま
で
の
約
３

週
間
を
利
用
し
て
、
「
こ
う
べ
元
町
お
菓

子
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
が
ス
タ
ー
ト
。

神
戸
ら
し
さ
の
一
つ
で
あ
る
ハ
イ
カ
ラ

性
。
そ
の
中
で
も
洋
菓
子
は
神
戸
発
と
な

っ
て
数
々
の
ヒ
ッ
ト
商
品
が
人
気
を
博
し

た
。
「
お
菜
子
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
数
々

の
企
画
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と

し
て
元
町
界
隈
を
散
節
し
て
も
ら
い
「
元

町
」
と
「
元
町
ら
し
さ
」
を
再
発
見
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
趣
旨
。
商
店
街
全
域
で

１
３
０
年
を
迎
え
た
元
町
の
歴
史
や
、
街

の
関
わ
り
の
中
で
育
ま
れ
た
お
巣
子
の
歴

史
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
す
る
。

夏
休
み
期
間
中
と
あ
っ
て
、
子
供
た
ち

9４

「
マ
ド
レ
ー
ヌ
作
り
」

日
時
§
月
旧
日
（
水
）
伯
時
～
洲
時
半
、

稗
時
～
指
時
半

会
場
バ
テ
ィ
ス
リ
ー
サ
・
ソ
・
ボ
ン

（
元
町
３
番
街
）

対
象
５
歳
～
科
歳
の
子
ど
も
１
名
と

保
誰
者
１
名

葬
築
人
騨
先
着
釦
名
様
（
柏
組
）
×
２
回

参
加
費
的
親
子
１
組
１
，
０
０
０
円

お
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
如

神
戸
風
月
堂

垂
０
７
８
‐
３
２
１
１
５
５
５
５

「
マ
ジ
パ
ン
作
り
」

日
時
芯
月
ね
日
（
木
）
拍
時
～
洲
時
半
、

桝
時
～
幅
時
半

会
場
妙
神
戸
国
際
調
理
製
菓
専
門
学
校

Ｃ
Ｐ
元
町
校

対
象
即
５
歳
～
拍
歳
の
子
ど
も
１
名
と

保
溌
者
１
名

葬
築
人
斡
先
蒲
釦
名
（
幅
組
）
×
２
回

参
加
費
酷
親
子
１
組
１
，
０
０
０
円

応
募
締
切
済

問
い
合
せ
益
０
７
８
１
３
９
１
１
０
８
３
１

●
ス
タ
ン
プ
＆
シ
ー
ル
ラ
リ
ー

１
．
元
町
の
菓
子
店
を
紹
介
す
る
マ
ッ
プ

と
台
紙
を
参
加
各
店
で
配
布
し
ま
す
。

２
・
参
加
各
店
を
巡
っ
て
シ
ー
ル
を
集
め

て
く
だ
さ
い
。

３
。
ご
希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ス
の
規

定
数
シ
ー
ル
が
た
ま
る
と
、
必
要
事

項
を
記
入
し
応
募
函
へ
。

４
・
イ
ベ
ン
ト
期
間
終
了
後
、
抽
選
で
「
元

町
の
お
菓
子
」
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

＊
キ
ッ
ズ
デ
イ
ズ
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
に

も
シ
ー
ル
を
配
布
し
ま
す
。

＊
応
募
函
は
、
神
戸
市
立
博
物
館
・
元
町

商
店
街
１
番
街
・
３
番
街
・
６
丁
目
に

設
置
予
定
神
戸
市
立
博
物
館
「
フ
ェ

ル
メ
ー
ル
コ
ー
ス
（
仮
称
）
」
も
「
フ

ェ
ル
メ
ー
ル
「
画
家
の
ア
ト
リ
エ
」
栄

光
の
オ
ラ
ン
ダ
・
フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
展
』

を
開
催
中
の
神
戸
市
立
博
物
館
で
、
入

麓
記
念
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
ラ
リ
ー
に

参
加
す
る
と
、
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
展
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

問
い
合
せ
益
０
７
８
１
３
９
１
１
０
８
３
１

●
街
と
お
菓
子
の
歴
史
の
パ
ネ
ル

展
示
１
３
０
年
を
迎
え
た
元
町
の
歴
史
や
、

街
と
の
関
わ
り
の
中
で
育
ま
れ
た

お
菓
子
の
歴
史
な
ど
を
商
店
街
全

域
で
パ
ネ
ル
展
示
し
ま
す
。

⑳
キ
ッ
ズ
デ
イ
ズ

ー
・
忍
者
ま
ち
を
あ
そ
ぶ
、
元
町

日
時
酔
８
月
７
日
（
土
）

伯
時
半
～
拓
時
半

集
合
場
所
こ
う
べ
ま
ち
づ
く
り
会
館

撰
播
訴
恥
元
町
商
店
街
３
番
街
・
４
丁

目
・
５
丁
目
・
６
丁
目

対
象
躯
小
学
生

参
加
費
的
無
料
（
覆
面
用
風
呂
敷
を

持
参
）

募
築
人
斡
先
着
和
名

応
募
締
切
済

問
い
合
せ
註
Ｏ
７
８
Ｉ
７
３
５
ｌ
９
２
ｇ
２

２
・
ク
イ
ズ
こ
の
本
な
’
に

日
時
伽
８
月
８
日
（
日
）

ね
時
半
～
旧
時

会
場
》
海
文
堂
書
店
（
元
町
３
番
街
）

対
象
皿
幼
児
か
ら
小
学
生

寡
栗
人
騨
制
限
な
し

参
加
方
溝
当
日
、
店
の
１
階
中
央
カ

ウ
ン
タ
ー
で
問
題
用
紙
を

お
渡
し
し
ま
す

参
加
費
』
無
料

問
い
合
せ
釜
Ｏ
７
Ｂ
ｌ
ｓ
３
１
ｌ
６
５
Ｏ
１

３
．
人
形
劇
と
お
菓
子
教
室

お
菓
子
教
室
“
お
さ
か
な
ク
ッ
キ
ー
作
り

も
あ
る
よ

日
時
酔
８
月
８
日
（
日
）

柏
時
半
～
梱
時
半

会
場
バ
テ
ィ
ス
リ
ー
サ
・
ソ
・
ボ
ン

（
元
町
３
番
街
）

参
加
賀
Ｙ
人
２
，
０
０
０
円

（
人
形
劇
を
含
む
）

対
象
５
歳
以
上

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
“
先
着
卯
名
・
予
約
制

も
ち
も
の
”
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
頭
髪
を

詞
う
バ
ン
ダ
ナ
又
は
大
判
ハ
ン

カ
チ

※
人
形
劇
終
了
後
、
ク
ッ
キ
ー
を
お
持
ち

帰
り
下
さ
い
。

※
保
誰
者
１
名
同
伴
で
子
ど
も
２
名
ま
で

人
形
劇
叩
人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
「
さ
か
な

い
つ
ぴ
き
な
ま
の
ま
ま
」
「
ふ
つ

う
の
く
ま
」

日
時
§
月
８
日
（
日
）
粋
時
開
演

会
場
”
風
月
堂
ホ
ー
ル
（
元
町
３
番
街
）

参
加
費
１
人
１
，
５
０
０
円

対
象
》
５
歳
～
大
人

定
員
軸
先
着
１
２
０
名

問
い
合
せ
益
０
７
８
１
３
２
１
‐
５
５
５
５

４
．
身
近
な
物
を
使
っ
て
楽
器
を
作
ろ
う

日
時
§
月
８
日
（
日
）
粋
時
～
打
時

会
場
ユ
ー
ハ
イ
ム
（
元
町
１
番
街
）

対
象
釦
小
学
校
・
高
学
年
～
中
学
生

応
募
人
蓉
先
蒲
３
０
名

受
講
料
咋
無
料

応
募
締
切
済

問
い
合
せ
益
０
７
８
１
３
３
１
１
７
８
５
０

５
．
バ
イ
オ
カ
イ
ト
製
作
教
室

日
時
伽
８
月
㈹
日
（
火
）
粋
時
～
”
時

会
堀
ユ
ー
ハ
イ
ム
（
元
町
１
悉
街
）

対
象
函
小
学
校
・
高
学
年
～
中
学
生

応
募
人
蓉
先
着
釦
名

受
講
料
無
料
（
キ
ッ
ト
配
布
）

応
募
締
切
済

問
い
合
せ
益
０
７
８
１
３
８
１
１
７
８
５
０

６
．
親
と
子
の
お
菓
子
教
室
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☆
神
戸
で
誕
生
し
た
豪
華
客
船
「
に
っ
ぼ
ん
丸
」
で

か
ど
も
と
み
の
る
〃
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
″
出
版
を
祝
う

9５

角画一＝一口ー一一

ｑ

南
京
町
で
〃
気
ま
ぐ
れ
カ
モ

メ
″
の
マ
ス
タ
ー
か
ど
も
と
み

の
る
さ
ん
は
、
「
神
戸
港
を
考

え
る
会
」
と
「
メ
リ
ケ
ン
地
蔵

を
守
る
会
」
の
代
表
。

巧
才
の
春
、
は
し
け
の
乗
組

員
を
振
り
出
し
に
、
タ
グ
ボ
ー

ト
兼
ラ
ン
チ
の
甲
板
員
、
港
め

ぐ
り
の
遊
覧
船
の
船
長
、
大
阪

湾
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
船
の
営
業
・

企
画
…
そ
し
て
阪
神
淡
路
大
震

災
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
足
を
洗

い
、
み
な
と
神
戸
ら
し
い
Ｂ
Ａ

Ｒ
の
オ
ー
ナ
ー
に
。
神
戸
港
の

す
べ
て
を
見
続
け
た
初
出
版
の

〃
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
″
は
、
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

海
の
日
の
前
夜
。
第
四
突
提

に
入
港
し
た
豪
華
客
船
に
っ
ぼ

ん
丸
船
上
の
ピ
ア
ノ
ラ
ウ
ン
ジ

〃
海
″
で
出
版
記
念
会
。
約
卯

名
が
参
加
し
た
。
に
っ
ぼ
ん
丸

の
バ
イ
キ
ン
グ
は
バ
ラ
エ
テ
ィ

豊
か
な
料
理
が
大
好
評
。

関
学
大
の
片
寄
俊
秀
教
授
、

液
田
明
正
元
税
関
長
の
祝
辞
。

佐
藤
廉
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
。

安
藤
義
則
さ
ん
の
伴
奏
で

〃
晴
れ
た
空
そ
よ
ぐ
風
″
か
ら

始
っ
た
か
ど
も
と
さ
ん
の
シ
ョ

ー
タ
イ
ム
は
小
山
乃
里
子
さ
ん

の
名
調
子
と
合
間
っ
て
ム
ー
ド

満
点
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
タ
イ
ム
に

平
田
郁
さ
ん
の
パ
ス
テ
ル
画
が

贈
ら
れ
る
な
ど
、
船
上
の
夜
は

更
け
た
。

‐
や
霧
＃
〆
・
小

宮
炉
日

翻
》
Ｉ
い
１
侭
．

諺 Ｉ

霧
■

戸 孟挑ヨ

■
農＝■

罫

イ（罰蒲
一 勘

８１

§L，

稲
Ｐ

左上は佐藤廉､岩崎さんに平田郁さんの絵が。
こうべ芸文議長の加藤宮司から祝辞を力､どもとさんに｡小山万里子さんと。
下左は船長からメッセージ｡ピアノラウンジで酉さんと倉橋さんがご機嫌なかどもとさんを囲んで。

Ｌ争

》
戸
》’

■員

ザら 諭
)蝿 灘

.”厨

にっぼん丸(21.900t）

ｍ
Ｅ

洲
一
礼

穂
高
》

産

「β
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「
非
常
に
意
見
が
鋭
く
、
緊
張

感
が
伝
わ
っ
て
く
る
」
と
い
う

意
見
も
多
か
っ
た
。
有
馬
や
国

内
観
光
に
対
す
る
思
い
の
深
さ

を
誰
も
が
認
め
て
い
る
。

壇
上
で
奥
田
社
長
は
、
「
小

泉
首
相
に
な
っ
て
初
め
て
、
観

光
立
国
と
し
て
の
重
要
性
を
語
っ

て
い
た
だ
い
た
。
ア
ジ
ア
の
中

で
日
本
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
く
か
真
剣
に
考
え
た
い
」

奥
田
億
社
長
に
、
愛
娘
の
真

美
子
さ
ん
と
真
子
さ
ん
よ
り
花

束
が
手
渡
さ
れ
、
最
高
の
笑
み

を
見
せ
た
。

観光方園日本について語る奥田社長

密‘%縦蝿

有
馬
温
泉
の
繁
栄
の
み
な
ら

ず
、
日
本
国
内
の
旅
館
、
ホ
テ

ル
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
力
を

注
い
だ
天
恵
興
業
㈱
（
月
光
園
）

代
表
取
締
役
の
奥
田
頃
さ
ん
。

そ
の
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
功

績
を
た
た
え
ら
れ
て
、
旭
日
双

光
章
を
受
賞
し
た
。

７
月
田
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク

ラ
神
戸
「
平
安
の
間
」
で
、
祝

賀
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
福

田
康
夫
前
国
務
大
臣
内
閣
官
房

長
官
は
、
「
奥
田
さ
ん
と
は
、

父
（
趨
夫
元
首
相
）
の
頃
か
ら

の
家
族
ぐ
る
み
の
つ
き
あ
い
。

9６

月
光
園
の
奥
田
亘
社
長
が
、
旭
日
双
光
章
を
受
賞

長
き
に
わ
た
り
、
有
馬
、
全
国
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
振
興
育
成
を
図
ろ

有
馬
歳
事
記

■

臼

■

臼

』
議
一

、

癖
畦

愛娘の真美子さんと真子さんから花束を受け取る奥田社長

ＨＹＯＥ

帝
塚
山
の
自
宅
に
う
か
が
っ
て

よ
く
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
ま
し
た
。

奥
田
さ
ん
は
、
小
難
し
い
発
言

も
多
い
け
ど
蹄
そ
の
洞
察
力
の

深
い
発
言
に
は
、
感
服
す
る
。

こ
れ
か
ら
も
第
一
線
で
活
躍
し

て
ほ
し
い
」
と
奥
田
社
長
に
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

来
賓
者
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

「
人
の
面
倒
見
が
い
い
」
、
「
い

つ
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
」
と

い
う
よ
う
な
表
現
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
、
有
馬

に
と
ど
ま
ら
ず
観
光
地
と
し
て

の
日
本
と
い
う
議
論
の
中
で
は
、

L蕨

福田康夫前国務大臣内閣官房長官（中央）の姿も

０ＲＯＫハ

TEL（078）903-2255

冬斎

くつろぎの宿

静寂さにつつまれた

国際観光旅館

陵楓閣

テニスでいい汗

いい湯にとっぷり味に集う

ＳｕＮＮＹＳｉＤＥＵＰ

ＴＥＬ（078）903-1024

態濡鼠頑ｒ
ＴＥＬ（078）904-0551

向陽闇
TＥＬ（078）904-0675

TEL（078）904-0501(代）

URLhtlp://Wwwhyoe‘cojp

有馬一望･歴史の名湯

脳櫛締泉月光園
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TＥＬ（078）904-073］

六
甲
山
や
有
馬
温
泉
内
の
観

光
施
設
の
割
引
が
う
け
ら
れ
、

抽
選
で
す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も

つ
い
て
い
る
「
六
甲
・
有
馬
観

光
パ
ス
ポ
ー
ト
」
が
、
有
馬
温

泉
の
ホ
テ
ル
、
旅
館
、
保
養
所

な
ど
で
配
布
さ
れ
て
い
る
。
配

布
方
法
は
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し

た
際
に
フ
ロ
ン
ト
で
も
ら
う
か
、

一
部
客
室
に
配
置
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。

パ
ス
ポ
ー
ト
の
提
示
に
よ
っ

て
料
金
割
引
を
う
け
ら
れ
る
施

設
は
、
有
馬
温
泉
金
の
湯
、
銀

の
湯
、
有
馬
の
工
房
、
太
閤
の

湯
殿
館
、
有
馬
玩
具
博
物
館
、

有
馬
ま
す
池
、
有
馬
わ
ん
わ
ん

ラ
ン
ド
、
有
馬
ル
ー
プ
バ
ス
、

9７

六
甲
・
有
馬
観
光
が
お
得
に
！

「
六
甲
・
有
馬
観
光
パ
ス
ポ
ー
ト
」

旅
館
で
配
布
中

⑳…繍癖.…_爪:,孫…画……
壱こり|｣1Mい'郡gけ圧疏ｸー ”男電函光』EI･』･3垂函で“
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そ
の
他
神
戸
市
立
森
林
植
物
園
、

六
甲
山
牧
場
な
ど
六
甲
摩
耶
施

設
と
、
六
甲
圭
但
馬
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
、

六
甲
ケ
ー
ブ
ル
の
運
賃
。
、
％

～
釦
％
の
割
引
。
配
布
は
８
月

釦
日
ま
で
。
有
馬
温
泉
に
宿
泊

し
、
次
の
日
は
お
卜
ク
な
六
甲

山
ツ
ア
ー
を
楽
し
も
う
。

図
問
い
合
わ
せ

神
戸
市
生
活
文
化
観
光
局

ａ
Ｏ
７
８
１
３
２
２
１
５
３
３
９

会議セミナーからご家族づれまで

有島ｊ〆ﾗﾝＦﾎテル
ＴＥＬ（078）904戸0181

古家風

有馬温泉「金の湯」でも割引がうけられる

１

③
涼
風
川
座
敷

７
／
鉦
㈹
～
８
／
理
⑧

毎
晩
四
時
～
鰯
時

有
馬
川
親
水
公
園

ビ
ー
ル
、
鉄
板
焼
、
焼
き
鳥

な
ど
の
屋
《
風
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

が
川
床
に
出
ま
す
。
有
馬
芸
妓

衆
の
踊
り
が
毎
晩
披
露
さ
れ
る

ほ
か
、
毎
週
土
曜
に
は
ビ
ン
ゴ

大
会
、
毎
週
日
曜
と
お
盆
期
間

に
は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

有
馬
温
泉

８
月
の
催
し

⑤
有
馬
玩
具
博
物
館
特
別
展

「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
・
ア
ー
ト

展
」８
／
５
㈹
～
胆
／
追
側

９
時
釦
分
～
田
時
（
８
／
３
．

４
休
館
）

入
館
料
金
／
大
人
１
０
０
０
円

小
人
５
０
０
円

有
馬
玩
具
博
物
館
（
金
の
湯
向

か
い
）

公
０
７
８
１
９
０
３
‐
６
９
７
１

イ
ギ
リ
ス
で
制
作
さ
れ
た
人

形
劇
「
サ
ン
ダ
ー
・
バ
ー
ド
」

の
、
人
形
の
制
作
、
操
り
の
現

場
に
関
わ
っ
た
人
々
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
、
人
形
劇
の
現
場
か

ら
見
た
ア
ー
ト
展
。
一
鼻
休
み
中
、

有
馬
玩
具
博
物
館
で
は
手
作
り

の
お
も
ち
ゃ
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
「
お
も
ち
ゃ
教
室
」
も
多

数
開
催
さ
れ
る
。

TEL（078）904-3656(代）

自然の恵みを

湯けむりに伝える

ＴＥＬ（078）904-0701

チェックイン１３：00、アウト１２：ｍ

ゆっくりとお過ごしいただけます｡

日本の伝統

放寄脇造りの伽

有郷での会食・妾会は懐石料理・ステ

ーキが楽しめるいろり亭「華達」でⅡ
（昼5000円~､夜８０００円～〉

何脇温泉政府Kf録国際鮒l光旅館
銀水荘別館

北無

雅ただようくつろぎの伽

､やの鋒雷縦
ＴＥＬ（078）904-0781

鋤牧山政府登録国際観光旅館
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知りませんか？

その⑧

ｑ同じデザインの３基の墓碑
（右から）次女フランシス､ミセス･グリーン、
ジェームズ･キャロルの墓碑

灘醗

口良

灘議

ンを

響

修
法
ヶ
原
の
神
戸
外
国
人
墓
地
。
そ
の
小
野
浜
４
区
妬
番
地
。

居
留
地
時
代
に
咲
い
た
〃
港
の
花
〃
が
、
形
を
変
え
て
今
こ
こ

に
あ
る
。

石
の
十
字
架
と
石
棺
を
貼
り
合
わ
せ
て
地
面
に
置
い
た
と
い

う
感
じ
で
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
は
い
た
っ
て
素
朴
。
ミ
セ
ス
・
グ

リ
ー
ン
の
華
麗
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
重
な
ら
な
い
。

一
年
前
、
最
初
に
こ
こ
を
訪
れ
た
と
き
は
夫
人
の
墓
碑
に
し

か
目
が
い
か
な
か
っ
た
が
、
二
回
目
の
墓
参
の
際
、
両
サ
イ
ド

の
墓
碑
の
形
が
夫
人
の
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
何

気
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
墓
碑
銘
を
読
ん
で
驚
い
た
。
向
か
っ
て
右

側
が
次
女
フ
ラ
ン
シ
ス
、
左
側
が
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
キ
ャ
ロ
ル
な

の
で
あ
る
。
没
年
が
一
年
違
い
の
母
娘
の
墓
碑
に
つ
い
て
は
至

極
当
然
と
し
て
も
、
夫
人
よ
り
Ⅲ
年
も
後
に
亡
く
な
っ
た
キ
ャ

ロ
ル
の
墓
碑
ま
で
も
が
、
ま
る
で
一
家
族
の
よ
う
に
並
ん
で
い

る
の
が
、
そ
の
と
き
は
謎
だ
っ
た
。

し
か
し
今
は
、
そ
の
謎
解
き
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
キ
ャ
ロ

ル
が
グ
リ
ー
ン
母
娘
の
最
も
良
き
理
解
者
で
あ
っ
た
こ
と
の
証

で
あ
る
と
。

キ
ャ
ロ
ル
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
第
一
線
か
ら
引
退
し
て
以
来
、

自
分
の
住
ま
い
を
横
浜
か
ら
ヒ
ョ
ー
ゴ
ホ
テ
ル
の
ゲ
ス
ト
ル
ー

ム
に
移
し
て
い
た
か
ら
、
グ
リ
ー
ン
母
娘
の
こ
と
を
最
も
身
近

に
理
解
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
。
と
言
う
よ
り
、
彼
女
達
の
支

え
に
な
ろ
う
と
し
て
、
横
浜
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
切
り
上
げ
て
い

た
の
だ
。
だ
か
ら
彼
は
、
グ
リ
ー
ン
家
族
の
来
し
方
は
も
と
よ

り
、
夫
人
と
マ
ン
シ
ー
ニ
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
居
留
民
の
間

で
の
あ
ら
ぬ
噂
話
な
ど
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
夫
人
の
本

心
を
理
解
し
、
彼
女
を
信
頼
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

フ
ラ
ン
シ
ス
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
誰
然
自
失
の
夫
人
に
代

わ
っ
て
キ
ャ
ロ
ル
が
葬
儀
を
取
り
仕
切
り
、
墓
も
彼
が
建
て
た
。

そ
の
一
年
後
、
彼
は
夫
人
の
葬
儀
も
取
り
仕
切
り
、
娘
の
傍
ら

に
夫
人
を
葬
っ
た
。
マ
ン
シ
ー
ニ
と
の
子
を
残
し
て
こ
の
世
を

去
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
彼
女
の
運
命
を
、
心
か
ら
痛
ま
し
く

思
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

Ⅲ
年
後
の
明
治
型
年
（
１
８
９
１
年
）
の
暮
れ
、
キ
ャ
ロ
ル

自
身
が
腎
臓
病
で
亡
く
な
る
。
そ
の
と
き
、
ミ
セ
ス
・
グ
リ
ー

ン
に
対
す
る
彼
の
思
い
入
れ
を
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
周
囲
の
人
々

が
、
彼
の
た
め
に
夫
人
の
隣
に
、
同
形
の
墓
を
建
て
た
。

だ
か
ら
、
墓
碑
の
元
々
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
夫
人
で
は
な
く
キ
ャ

ロ
ル
の
セ
ン
ス
に
よ
る
も
の
。

～"港の花"ともてはやされた

英国人女性について～

9８

△緑豊:かな修法ケ原の神戸外国人墓地
居留地時代は旧生田川の川尻にあった。
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神戸に10年暮らし、その後123年間眠り続けるミセス・グリーン彼女もまた“神戸つ子，，。我らが大先張。
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wo画囚、；qmliti樋ｗｈｉｃｈＯｅｃｕｍｄｆｂｒｈ６ｒａ
ｌ日聴ｅａｍｏｎｎｂｏｆａ齢ctioua106B1eemmndn
n皿唖ｏｍｃｉｍｌｅｏｆ蝿８，ｄＢ．
一一

1881年３月３日に横浜の英字新聞JapanGazettB紙に載っ
た､ミセス･グリーン追悼記事
２行目に「昨日（３月２日）亡くなった」とあるが､亡く

なったのは３日朝である。横浜には夫人危篤の知らせがか
なり前に届いていたがゆえの､新聞社のフライングかも。

■
た
に
ぐ
ち
り
ょ
う
へ
い

１
９
４
９
年
大
阪
生
ま
れ
の
宝
塚
育
ち
。
学
校
を
卒
業
後
、
在
阪
の
鉄
道

会
社
に
勤
め
、
現
在
は
関
連
の
ホ
テ
ル
会
社
の
役
員
。
１
９
７
４
年
よ
り

東
灘
区
在
住
。
趣
味
は
一
人
旅
。

最
後
に
、
夫
人
の
出
生
地
に
つ
い
て
。
三
人
の
墓
碑
銘
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ル
ネ
ー
ム
と
死
亡
年
月
日
は
ハ
ッ
キ
リ
と
読

み
と
れ
る
。
し
か
し
、
出
生
地
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
ロ
ル
が

〃
言
の
箆
○
己
・
岸
巴
閏
己
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ウ
ェ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
）
″
と
わ
か
る
だ
け
。
フ
ラ
ン
シ
ス
に
は
刻
ま
れ
て
い
な
い
。

夫
人
の
場
合
は
、
墓
石
の
所
々
が
欠
け
落
ち
て
い
る
た
め
、
か

ろ
う
じ
て
〃
詞
巴
員
Ｃ
ａ
（
レ
イ
ン
フ
ォ
ー
ド
）
″
と
読
み
と
れ

る
も
の
の
、
こ
れ
が
出
生
地
な
の
か
旧
姓
な
の
か
判
然
と
し
な

い
。
し
か
し
、
も
し
出
生
地
だ
と
す
れ
ば
、
夫
人
は
港
町
リ
バ

プ
ー
ル
の
郊
外
に
生
ま
れ
た
と
断
定
で
き
る
。

ミ
セ
ス
・
グ
リ
ー
ン
の
足
跡
。
そ
の
長
崎
か
ら
横
浜
、
神
戸

ま
で
を
辿
っ
て
き
た
が
、
長
崎
ま
で
の
こ
と
は
ま
だ
手
つ
か
ず

で
あ
る
。

夫
人
が
レ
イ
ン
フ
ォ
ー
ド
生
ま
れ
な
ら
、
い
つ
の
日
に
か
ロ

ン
ド
ン
の
英
国
外
務
省
を
訪
ね
て
、
パ
ス
ポ
ー
ト
（
旅
券
）
の

発
給
記
録
を
調
べ
た
い
も
の
だ
。
長
崎
の
グ
ラ
バ
ー
邸
等
で
有

名
な
ト
ー
マ
ス
・
グ
ラ
バ
ー
（
日
冒
日
麗
国
鳥
の
国
ｏ
ご
貝
）
。

夫
人
と
ほ
ぼ
同
年
齢
で
、
同
時
期
に
長
崎
に
上
陸
し
た
彼
の
パ

ス
ポ
ー
ト
が
１
８
５
６
年
８
月
ｕ
日
発
行
で
、
そ
の
番
号
は
３

９
９
７
３
号
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
（
杉
山
伸
也
著

『
明
治
維
新
と
イ
ギ
リ
ス
商
人
』
岩
波
書
店
刊
）
。
な
ら
ば
、
そ

の
前
後
を
調
べ
れ
ば
、
二
十
歳
前
の
彼
女
を
見
出
せ
る
か
も
知

れ
な
い
。
渡
航
先
と
渡
航
目
的
も
わ
か
る
だ
ろ
う
。

リ
バ
プ
ー
ル
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
、
レ
イ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
教

会
も
訪
ね
た
い
。
受
洗
の
記
録
等
か
ら
家
族
の
血
筋
が
見
え
て

来
よ
う
。
ま
た
、
リ
バ
プ
ー
ル
の
港
を
出
て
長
崎
に
直
航
し
た

と
は
考
え
に
く
い
。
来
日
ま
で
の
間
に
、
香
港
又
は
上
海
で
の

滞
在
が
挟
ま
っ
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
、
そ
こ
で
の
夫
人
の
姿
の

痕
跡
を
見
つ
け
た
い
。
夫
マ
シ
ュ
ー
と
い
つ
ど
こ
で
結
婚
し
た

の
か
。
リ
ナ
と
フ
ラ
ン
シ
ス
を
ど
こ
で
産
ん
だ
の
か
…
。

そ
れ
に
し
て
も
道
は
遠
い
。
夫
人
の
写
真
す
ら
ま
だ
見
つ
け

出
せ
な
い
の
だ
か
ら
情
け
な
い
。

ど
な
た
か
、
ミ
セ
ス
・
グ
リ
ー
ン
を
知
り
ま
せ
ん
か
？

（
お
わ
り
）
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一
』
・
》

躍
藤
唖
罰
唱

相
即
叩
～
翌
７
》
叩
（
Ｌ
Ｏ
６
釦
加
）

云
誹
ロ
く
ヘ
ミ
ミ
ミ
．
黒
‘
異
．
．
の
く

男前な「崇崇」スタッフの皆さん。
まん中がオーナーの宮中さん

『

温
泉
寺
の
向
か
い
に
あ
る

「
有
馬
の
工
房
」
の
中
に
、
本

格
手
打
ち
そ
ば
が
食
べ
ら
れ
る

「
全
寿
庵
」
が
で
き
た
。
前
年

ま
で
有
馬
小
学
校
の
校
長
先
生

だ
っ
た
北
村
忠
敬
さ
ん
が
、
そ

ば
を
打
っ
て
い
る
。
と
に
か
く

い
ろ
い
ろ
や
っ
て
し
ま
う
北
村

先
生
。
そ
ば
打
ち
の
小
部
屋
も

自
分
で
造
っ
て
し
ま
っ
た
と
か
。

そ
ば
粉
は
、
信
州
八
ヶ
岳
産
を

は
じ
め
、
各
地
の
逸
品
を
使
用

し
て
い
る
。
そ
ば
粉
８
割
対
つ

な
ぎ
２
割
の
「
一
一
八
そ
ば
」
が

主
流
で
、
そ
ば
粉
１
０
０
％
の

ざ
る
そ
ば
も
で
き
る
。
し
か
し

こ
の
そ
ば
、
し
こ
し
こ
し
て
い

て
の
ど
ご
し
も
よ
く
、
は
っ
き

り
言
っ
て
信
州
で
も
こ
ん
な
に

う
ま
い
そ
ば
は
お
目
に
か
か
れ

ま
せ
ん
。

お
す
す
め
は
「
ど
ん
そ
ば
」

（
８
０
０
円
）
。
冷
た
い
お
つ
ゆ

を
か
け
た
そ
ば
に
、
大
き
な
ぷ

り
ぷ
り
の
え
び
な
ど
の
サ
ク
サ

ク
の
天
ぷ
ら
が
の
っ
て
い
る
。

温
か
い
あ
つ
も
り
そ
ば
（
８
０

IⅢＩ

ト
ア
ロ
ー
ド
の
ツ
タ
ヤ
の
向

か
い
、
ビ
ル
の
２
階
に
オ
ー
プ

ン
し
た
「
崇
崇
弓
画
汽
陣
‐
弓
四
戸
巴
。

外
観
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
ほ

ど
中
は
広
く
て
、
じ
ゅ
う
た
ん

張
り
、
落
ち
着
い
た
照
明
と
、

グ
リ
ー
ン
な
ど
の
調
度
品
が
、

何
だ
か
お
友
達
の
家
に
招
か
れ

た
よ
う
な
く
つ
ろ
ぎ
感
を
覚
え

る
。
店
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
限
り

無
く
和
風
に
近
い
洋
風
、
と
オ
ー

し
っ
か
り
ご
飯
と

く
つ
ろ
ぎ
の
バ
ー
「
崇
崇
」

Iへ
、

び
っ
と
・
い
ん

有
馬
で
本
格
手
打
ち
そ
ば

「
全
寿
庵
」

トアロードに面した看板が目じるし

グ
ー
さ
れ
た
と
い
う
か
ら
、
な

る
ほ
ど
。
幅
広
い
木
の
カ
ウ
ン

タ
ー
と
、
テ
ー
ブ
ル
席
、
奥
に

個
室
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
い

く
つ
も
店
を
手
鯛
掛
け
て
き
た
オ
ー

ナ
ー
・
宮
中
崇
行
さ
ん
が
、
い

つ
か
こ
ん
な
店
を
や
り
た
い
と

夢
を
描
い
て
い
た
、
そ
の
ひ
と

つ
の
条
件
が
、
こ
の
広
さ
。
そ

れ
か
ら
時
間
。
午
後
７
時
か
ら

朝
７
時
ま
で
や
っ
て
い
る
の
で
、

始
発
前
に
追
い
出
さ
れ
る
こ
と

も
な
い
。
閉
店
前
２
時
間
は
、

ほ
と
ん
ど
の
お
客
さ
ん
が
同
業

一一

一

和洋が混合したエキゾチックな店内

園
崇
崇

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
３
１
Ⅱ
１
打

四
輿
ピ
ル
２
階

画
０
７
８
１
３
９
１
１
３
２
０
２

者
だ
と
か
。
も
う
ひ
と
つ
の
条

件
は
、
料
理
だ
。

新
鮮
な
魚
料
理
を
中
心
と
し

た
メ
ニ
ュ
ー
は
、
バ
ー
の
フ
ー

ド
メ
ー
ー
ュ
ー
と
い
う
よ
り
し
っ

か
り
食
べ
ら
れ
る
の
が
良
い
。

ト
ロ
の
半
あ
ぶ
り
お
ろ
し
ま
み

れ
（
１
０
０
０
円
）
、
ゆ
ば
巻

き
さ
さ
身
揚
げ
（
５
０
０
円
）
、

名
代
あ
げ
と
ん
（
７
０
０
円
）

な
ど
。
メ
ニ
ュ
ー
は
月
替
わ
り

で
新
し
い
も
の
が
登
場
す
る
。

ド
リ
ン
ク
は
ア
ル
コ
ー
ル
６
０

０
円
～
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
５

０
０
円
。
チ
ャ
ー
ジ
は
午
前
２

時
ま
で
５
０
０
円
、
以
降
７
０

０
円
。
友
達
と
飲
む
場
が
大
好

き
と
い
う
宮
中
さ
ん
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
嬉
し
い
夜
を
提
供
し
て

く
れ
る
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



△

０
円
）
、
ざ
る
そ
ば
（
８
０
０

円
）
、
と
ん
か
つ
が
の
っ
た

「
必
勝
そ
ば
」
（
１
２
０
０
円
）

も
ユ
ニ
ー
ク
で
、
学
割
が
き
い

て
１
０
０
０
円
に
な
る
。
だ
し

汁
の
だ
し
昆
布
は
北
海
道
ラ
ウ

ス
産
、
カ
ツ
オ
は
土
佐
清
水
、

一
週
間
寝
か
せ
た
「
か
え
し
」

と
、
本
日
と
っ
た
カ
ツ
オ
昆
布

だ
し
を
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
だ

わ
り
よ
う
。
お
い
し
い
わ
け
で

す
。

一
品
１
２
０
円
の
お
で
ん
も

1０１

蜜
』

おすすめのごんそば（800円）

神
戸
商
工
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
の
最
上
階
・
泌
階
に
、
ブ
ッ

フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ザ
・
ス
カ

イ
ブ
ッ
フ
ェ
」
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。
な
ん
と
地
上
１
１
０
メ
ー

ト
ル
。
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
か
ら

神
戸
港
、
美
し
い
景
色
が
見
渡

せ
る
。
特
に
夜
景
は
抜
群
。
長

く
空
い
て
い
た
貿
易
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
の
最
上
階
の
こ
の
場
所
、

神
戸
の
新
し
い
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
注
目
を
あ
び
そ
う
だ
。

食
事
は
、
お
好
き
な
も
の
を

お
好
き
な
だ
け
食
べ
ら
れ
る
ブ
ッ

フ
ェ
形
式
で
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

は
１
４
８
０
円
、
小
学
生
９
８

０
円
、
３
歳
以
上
５
０
０
円
、

ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
は
＋
１
０
０

円
。
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
は
１
９

８
０
円
、
小
学
生
１
２
０
０
円
、

３
歳
以
上
５
０
０
円
。
ソ
フ
ト

ド
リ
ン
ク
は
＋
２
０
０
円
。
ア

ル
コ
ー
ル
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
は

男
性
１
２
０
０
円
、
女
性
９
０

０
円
（
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
の
み
）
。

ブ
ッ
フ
ェ
に
並
ぶ
バ
イ
キ
ン

グ
メ
ニ
ュ
ー
は
、
各
国
の
料
理

と
和
食
、
パ
ス
タ
、
飲
茶
、
サ

ラ
ダ
バ
ー
、
デ
ザ
ー
ト
各
種
の

ｒｒヨ

』

１

国
ゴ
エ
ｍ
の
六
く
画
こ
「
詞
、
「

神
戸
市
中
央
区
浜
辺
通
５
１
１
‐
Ｉ
４

神
戸
商
工
貿
易
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
塑
階

公
０
７
８
１
２
５
２
１
７
５
７
０

ラ
ン
チ
／
Ⅱ
叩
加
～
帽
“
叩
（
Ｌ
Ｏ
仙
酔

、
）デ

ィ
ナ
ー
／
〃
ぬ
ｍ
～
翠
叩
叩
（
Ｌ
Ｏ

馴
姻
叩
）

コンチネンタルから和食、デザート等がずらり

ミ
ナ
ト
神
戸
を
見
渡
す

ブ
ッ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン

貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
最
上
階

一
」

常
時
帥
品
が
そ
ろ
う
ｃ
デ
ィ
ナ
ー

タ
イ
ム
に
は
に
ぎ
り
寿
司
他
、

シ
ェ
フ
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
が
登

場
す
る
。

高
層
階
か
ら
の
す
ば
ら
し
い
眺

め
を
楽
し
み
な
が
ら
、
お
好
き

な
お
料
理
を
心
ゆ
く
ま
で
。

好
蔀
蛎
瓶
ビ
ー
ル
（
５
０
０
円
）
、

銘
酒
（
５
０
０
円
）
と
と
も
に

ど
う
ぞ
。
と
こ
ろ
て
ん
や
わ
ら

び
も
ち
な
ど
の
お
菓
子
、
コ
ー

ヒ
ー
（
３
５
０
円
）
な
ど
。

有
馬
散
策
の
折
り
に
は
、
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

圃
全
寿
庵

神
戸
市
北
区
有
馬
町

有
馬
の
工
房
内

窓
０
７
８
１
９
０
３
１
５
５
５
４

Ⅷ
”
叩
～
〃
“
釦

火
曜
休
（
お
茶
席
日
等
臨
時
休
業
）

鯉

うまいそばを打っているのは北村さん

あたたかいもてなしの全寿庵の女性２人

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



藤
田
佳
代
舞
踊
研
究
所

モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
公
演

「
ハ
ス
ミ
の
ダ
ン
ス
」

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場

（
地
下
鉄
「
新
神
戸
」
駅
上
）

８
／
亜
側
旧
“
卯
開
演

前
売
３
０
０
０
円
当
日
３
５
０
０
円

回
問
い
合
せ
／
研
究
所

ａ
Ｏ
７
８
１
８
２
２
１
２
０
６
６

安
田
蓮
美
は
、
ダ
ウ
ン
症
児

と
し
て
生
ま
れ
、
蛎
歳
で
藤
田

佳
代
舞
踊
研
究
所
リ
ズ
ム
ク
ラ

ス
に
入
所
。
人
々
の
希
望
を
開

く
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
評
さ
れ
、

「
彼
女
が
舞
台
に
現
れ
る
と
い

う
こ
と
は
、
踊
り
そ
の
も
の
が

そ
こ
に
現
れ
る
こ
と
」
と
絶
賛

兵
庫
の
ま
つ
り

ふ
れ
あ
い
の
祭
典

「
ふ
れ
あ
い
Ｔ
Ａ
Ｊ
‐
Ｍ
Ａ

四
季
彩
」

■
８
月
の
イ
ベ
ン
ト

（
）
内
は
開
催
場
所

８
／
４
伽
城
崎
ふ
る
さ
と

祭
り
（
城
崎
町
）

８
／
出
側
あ
さ
ご
夏
ま
つ

り
（
朝
来
町
民
グ
ラ
ン
ド
周

辺
）８
／
肥
姻
・
廻
附
山
東
町

夏
祭
り
（
山
東
町
立
梁
瀬
小

学
校
周
辺
）

８
／
加
窃
～
犯
側
夏
の
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
フ
ェ
ス
タ
（
兵

庫
県
立
兎
和
野
高
原
野
外
教

育
セ
ン
タ
ー
）

８
／
鋤
佃
・
邪
側
和
田
山

町
夏
祭
り
・
和
田
山
地
蔵
祭

（
和
田
山
駅
北
）

８
／
犯
山
・
羽
佃
兵
庫
神

鍋
高
原
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

（
神
鍋
高
原
周
回
コ
ー
ス
）

８
／
詔
由
・
羽
佃
コ
ウ
ノ

ト
リ
但
馬
空
港
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
豊
岡
市
コ
ウ
ノ
ト
リ

但
馬
空
港
）

８
／
昭
山
・
羽
側
美
方
つ

ち
の
こ
探
検
全
奉
方
町
神
水
・

小
代
物
産
館
集
合
）

■
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
事
務
局

盃
０
７
８
１
３
６
２
１
３
９

９
２

言
９
，
ヘ
ヘ
ョ
の
ご
・
ご
局
の
命
．
底
望
○
ぬ
○
．

甘
浄
昆
○
昏
昌
の
巴
‐

山
崎
つ
る
子
展

「
『
の
垂
の
○
壁
○
コ
」

芦
屋
市
立
美
術
博
物
館

（
阪
神
「
芦
屋
」
駅
／
阪
急
バ
ス
「
緑

町
」
）

開
催
中
～
８
／
調
同

相
や
、
～
”
如
叩
（
入
館
～
杷
恥
釦
）

月
曜
休
館

一
般
５
０
０
円
大
高
生
４
０
０
円

中
学
以
下
無
料

盃
０
７
９
７
１
３
８
１
５
４
３
２

罫
昔
く
へ
画
の
三
舌
‐
言
の
す
。
。
『
・
壱
｝
ヨ
匡
の
①
匡
ヨ
ヘ

芦
屋
出
身
・
存
捧
唾
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
山
崎
つ
る
子
の
、
美
術

館
に
お
け
る
初
個
展
。
山
崎
は

戦
後
ま
も
な
い
こ
ろ
モ
ダ
ン
・

ア
ー
ト
に
眼
を
開
か
れ
、
「
具

体
美
術
協
会
」
の
創
立
に
参
加
、

中
心
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
と
し

て
国
際
的
に
活
躍
し
、
現
在
も

活
動
を
続
け
て
い
る
。

タ
イ
ト
ル
「
愚
建
①
ｇ
ざ
ロ
」

に
は
、
「
反
映
」
と
「
省
察
」

と
い
う
二
重
の
意
味
が
含
ま
れ

て
い
る
。
刺
激
的
な
色
彩
が
乱

舞
す
る
〃
お
つ
る
さ
ん
ワ
ー
ル

芯
卜
″
。

1０２

昨
年
兵
庫
県
文
化
賞
を
受
賞

し
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
中
西
省
伍

の
ワ
ー
ル
ド
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

作
品
、
イ
ラ
ス
ト
に
加
え
、
写

真
、
カ
メ
ラ
、
映
画
評
な
ど
、

幅
広
い
才
能
を
放
つ
。

Ａ
Ｒ
Ｔ イベント

スケジュール

2004.8-9

作品(1962年）
ビﾆﾛー ゼ､綿布､板

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ

さ
れ
る
。
第
６
回
北
九
州
＆
ア

ジ
ア
全
国
洋
舞
コ
ン
ク
ー
ル
バ

リ
ア
フ
リ
ー
部
門
第
１
位
を
受

賞
。
踊
る
喜
び
が
心
か
ら
溢
れ

出
る
リ
サ
イ
タ
ル
。

一J篭■

スカラシップ作品
r運命じゃない人』より

中
西
省
伍
ワ
ー
ル
ド
展

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
神
戸

（
Ｊ
Ｒ
「
元
町
」
駅
北
／
兵
庫
県
学
校

厚
生
会
館
）

８
／
灼
榊
～
餌
㈹

杷
恥
Ⅲ
～
佃
輔
伽

圃
問
い
合
せ

ａ
Ｏ
７
８
１
３
２
１
１
３
７
０
７

Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ

第
記
回
ぴ
あ
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
神
戸
会
場

神
戸
ア
ー
ト
ピ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー

（
高
速
「
新
開
地
」
駅
／
Ｋ
Ａ
Ｖ
Ｃ
）

９
／
〃
（
金
）
加
（
月
・
祝
）

前
売
１
回
券
１
０
０
０
円
（
各
回
日
時

指
定
）
当
日
１
回
券
１
２
０
０
円

国
問
い
合
せ
／
Ｐ
Ｆ
Ｆ
事
務
局

壷
０
３
‐
３
２
６
５
，
１
４
２
５

言
吾
如
へ
》
三
三
三
．
ロ
－
，
．
８
．
言
へ
己
索
』

森
田
芳
光
、
飯
田
譲
治
、
李

相
日
な
ど
、
多
く
著
明
な
映
画

監
督
が
、
過
去
、
こ
の
ぴ
あ
フ
ィ

ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
に
入
選
。
歴
史
あ

る
コ
ン
ペ
「
Ｐ
Ｆ
Ｆ
ア
ワ
ー
ド
」

入
選
作
品
上
映
他
、
神
戸
限
定

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
『
バ
ー
バ
ー

吉
野
」
で
話
題
と
な
っ
た
萩
上

直
子
監
督
の
Ｐ
Ｆ
Ｆ
ア
ワ
ー
ド

入
選
作
品
の
上
映
な
ど
、
３
人

の
監
督
の
原
点
と
な
る
作
品
を

公
開
。
才
能
あ
る
フ
ィ
ル
ム
メ
ー
カ
ー

を
助
成
し
、
数
多
く
の
作
品
を

世
に
送
り
出
し
て
い
る
ス
カ
ラ

シ
ッ
プ
作
品
は
、
内
田
け
ん
じ

監
督
の
『
運
命
じ
ゃ
な
い
人
』
。

安田蓮美

簾鐸q鐸ヲ
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IＯ３

愛
読
者
チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

●
第
相
回
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
８
／
羽
神
戸

新
聞
松
方
ホ
ー
ル
）
ペ
ア
２
組

※
Ｐ
７
参
照
締
切
８
／
幅

、
映
画
館
招
待
券

●
パ
ル
シ
ネ
マ
し
ん
こ
う
え
ん

（
湊
川
公
園
）
２
名

７
／
羽
～
８
／
６
「
美
し
い
夏
キ

リ
シ
マ
」
「
シ
ョ
ン
ャ
ン
の
酒
家
」

▽
８
／
７
～
旧
「
ラ
ス
ト
サ
ム
ラ

イ
」
「
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
ス
」
▽
８

／
岨
～
８
／
”
「
ジ
ョ
ゼ
と
虎
と

魚
た
ち
」
「
解
皇

●
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
（
ハ
ー
バ
ー
ラ

ン
ド
）
２
名

８
／
７
～
「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」

▽
８
／
詔
～
「
旨
ｚ
ｚ
旨
忍
者

ハ
ッ
ト
リ
過
▽
９
／
４
～
「
ヴ
ァ

ン
・
ヘ
ル
シ
ン
グ
」
▽
９
／
過
～

「
ア
イ
・
ロ
ボ
ッ
ト
」

※
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
①
希
望
す

る
チ
ケ
ッ
ト
（
劇
場
名
）
②
住
所
・
氏

名
③
廻
話
番
号
④
今
月
号
の
感
想
を
書

い
て
〒
６
５
０
１
０
０
１
１
神
戸
市

中
央
区
下
山
手
通
２
１
個
１
３
建
創
ビ

ル
４
階
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７
８
１
３
３
１
１

２
７
９
５
）
「
月
刊
神
戸
っ
子
チ
ク
ッ

ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係
ま
で
お
送
り
下
さ

⑨ライブハウス・スケジュール８月
上

１０（火）南ルミコ＋ﾄﾘｵ
１?（水）新井雅代十ﾄﾘｵ
１２（木）大塚菩章ﾄﾘｵ+１
１３（金）北荘桂子十ﾄﾘｵ
１４(±）大越理加十ﾄリオ
１５（日）藤井貞泰ﾄﾘｵ+１
１６（月）北荘桂子十ﾄﾘｵ
１７（火）キャンディ画浅田十ﾄﾘｵ
１８（水）新井雅代十ﾄﾘｵ
１９（木）古谷充ｸワルテット
２０（金）ペティ鞍富÷トリオ
２１(土）新井雅代十ﾄﾘｵ
22(日)原田紀子と水田ﾄﾘｵＩＦ
２３（月）かねだたつこ＋ﾄﾘｵ試，
２４（火）山内尚美十ﾄﾘｵ
２５（水）岩宮美和ひさがたり
２６(木)長谷川元伸クワルテット＋１
２７（金）辛島寿美子十ﾄﾘｵ
２８(土）北荘桂子十トリオ

２９（日）大越理加と木畑ﾄﾘｵ
３０（月）西田あつ子-:．ﾄﾘｵ

３１（火）Yoshika･トトリオ

回MaidemVoyage
TEL､078.805.0899

ｈｔｔｐ:〃www・koVo､net/maiden-voya9e
l（日）関西エリアオリジナル･ミュ･‐
ジック･コンテスト

２（月）天王山十
３（火）まえず･とろ
４（水）ＪＡＭ・JAM・ＪＡＭ
６（金）Futurhythm
7CDTenderfe9t

８（日）Ｒ,R・Ｒ
１３（金）BEGANvsﾓﾝｽﾀ･-ﾌｭー ジｮﾝ
１５（日）ちりめん＆じゃこ
１９（木）藤吉悠(as)坂崎拓也(b)柴田亮
klO柵田咲子(p）

２５（水）FUCKTOTHEFUTUREVo1.2

回チキンジョージ
TELO78-392-0146

http2〃www､chicken・george,cojp
５（木）プリズム

７(±）椎名へきる
８（日）ＮＡＮｌＷＡＥＸＰ
９（月）「空」
11（水）メロン記念日
12（木）PaulJackson-JamesLeviBand
l7（火）SEXMACHINEGUNS
23（月）GRACIAS/ｺー ｸへ□3型
25（水）ＪとBとＴ
２6（木）風味堂/SouI-ca9e
27（金）勝手にしゃがれ/スカポンタス
/SPARTALOCALS/つばき/椿風四
重奏/MOoSOM画.ONEBENDER/ラ
ンクﾍｯド/髭

回ピアジュリアン
TEL・O78-391-8081
httpWWww,pia-iulien､cｏｍ
ｌ（日）高橋栗子(ﾁｪﾛ)山内尚子(p）
４（水）本吉優子(v､)田中靖子〈p〕
５（木）近藤美香(p）

６(金）

８（日）
10（火）

11（水）
12（木）
13（金）
14(±）
15（日）
17（火）
18（水）
19（木）
20（金）
21(±）
22（日）
24(火）

林典子

輿野香
近藤美

(p）

識(p）
香(p）

雨水達Igaxl栢田談楠I〔

佐癖ﾛ宏(ｸﾗﾘﾈｯﾄ)大匝
高島依子(ｿﾗﾉ)鐙邸
折川真理(v､)林典子(p】

中島悦子(ヴｨｵﾗ)植田浩徳(p）
小林亜紀子(v､)林典子(p）
小笠原薫(v､)山内尚子〈p）
戸川晃子(p）
鈴木華重子(p）
田原綾子(ｿブﾗﾉ)鰭近幸子(p）
馬塀清孝(ﾃﾉーﾙ)多久江重子(p）
中鼻佐和(vn)永友康之(ﾁｪﾛ）
藤原友紀(p）

25（水）尾崎比佐子(ｿブﾗﾉ）
26（木）多久江里子(p）
27（金）森川留理子(p）

29(日)西川奈江(Vn)植田浩徳(p）
31（火）鈴木恵美(Ｓａｘ)森玉美穂(p）

回Holly，s
TEL､078-251-5147

http:〃kobeholIys・com
２（月）河野美紀(vo）
３（火）竹中信子(vo）

４（水）雨菖千員【vo)木剣縮(p)時安譲(p）
５（木）尾原やよい(p)大谷訓史(畷口優(d｢）
６(金)奈良原祐一(b)ほか
７(土）古谷光広(Sax睦子潟(p)大黒克敬(9)
12（木）鈴木久美子(Sax)カルテット
13(金)高山蕊江(vo)奥村美里Ip崎安吉宏(b1
14(土）山本容子(p)ﾄﾘｵ
19（木）辻佳孝Ip)時安吉宏(ｂＩ擬口広大(｡、
20（金）河本江閲子／和田なつき(Vo）
21(土）ﾌﾗﾒﾝｺ辻川輝
26（木）thuSESSIONNIGHT(楽器

をご持参ください）
27（金）ＷＷＪＡＺＺＢＡＮＤ

２８(±）大石まいこ(p)新井洋平(b)三
夜陽一郎(dr)鈴木久美子(Sax）

画寓屋宗兵衛
TEL.O78-332-1963

http:〃www､sOubei.neＶ
８（日）GrooveEIektra西U曜之IKeY・
ｐｍｇＪ三輪宏和(b)村尾浩史(p)河
村真理子(S8mp1er）

12（木）高蕊浴(9)桜井真樹子演明・
白拍子)李浩認(vo)山口智(ハ
ンマーダルシマー)岡野裕和(b）

14(土）田漂良介(tp)石原裕也(as)石川良
太(p)中林薫平(b)清水勇博(｡『）

15（日）FiveBrothers(JAZZ）
17（火）黒田卓也(tp)Michael､PKem

良原祐一(b)ほか
§光広(Sax睦子潟(p)大黒克敬(９）
美子(Sax)カルテット
:(vo)奥村美里Ip崎安吉宏(b】
子(p)ﾄﾘｵ
)時安吉宏(ｂＩ擬口広大(｡、
閲子／和田なつき(vo）

SIONNIGHT(楽器

ＷＷＪＡＺＺＢＡＮＤ

大石まいこ(p)新井洋平(b)三
夜陽一郎(dr)鈴木久美子(Sax）

sOubei･neV
EIektra西U曜之IKeY。
)三輪宏和⑤村尾浩史(p)河

ｍers(ts)本間浩之(9)平野雅
之(orgl菅野知明(｡r）
浅享DUO(JA互践井良将舷)李祥大(p）
｢ｷﾘﾑﾗ｣(JAZZetc)伊震慎也(dr1
中震佑亮(切桐村仁(9)金大栢(j／
｢ｽｲﾝグデｲ元(JAZZetcI潰山恵
子(tp1保田美恵(as)徳永有郵s)細
有紀(p)出口恵弼子(b吟|寵嵐dウ
Rv8S凶nds(B級SoulJa攻)松本マ
ンボ(Or9)久井鼠次(9)ボス河内11s)小
松竜吉{ts)吉本康夫(dd
STABLENOTES束川幸嗣〔ｔ
ｐ)小田干荊I子〈key)ハチロー(b）
三科武史(.r）
烏尼さん(JAZZ)中島弘恵(p）
伊東里栄子(b)安永書美(｡s）
池田公生＆お酒落倶楽部池
田公生(pf)千葉勉(b)三橋典子
(dr)森布妙子(vn)藤原いづみ
(vo)安原理英子(Cl)郡明美(as）
じゃじぃとさかたん蛇島あけみ・
坂田佳(vo)辻佳孝(p)西垣昌也(帥
GROOVELUCK(Rock)芦田聡
(vo)島田勝正(9)産田幸宏(｡r）
夜久賢司(b）
辻佳孝(p)坂崎拓也(b)松田GＯ

(Or9)久井鼠次(9)ボス河内11s)小

18（水）
19（木）

20（金）

21(±）

22(日）

23（月）

27(金）

28(三i〕

31（火）辻佳孝(p)坂崎拓也(b)松田ＧＯ

ヤズバンド

ＲＩ広士(｡「）

国SONE
TELO78-221-7009

http://kobe-sone,cｏｍ
ｌ（日）ロイヤル･ﾌﾗｯｼﾆｼ゙
２（月）浅香久志÷ﾄﾘｵ
３（火）ボンピ柿本十ﾄリオ
４（水）辛島寿美子十ﾄﾘｵ
５（木）河村恭子÷ﾄﾘｵ
６（金）大越理加÷ﾄﾘｵ

７(土）北荘桂子十ﾄﾘｵ
８(日〕鍋島直潤ｸワルテッ
９（月）那須淳子÷ﾄﾘｵ
鍋島直潤クワルテット÷？
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罫
『

原南国

☆
神
戸
の
３
教
会
が
統
合
再
建

へ
カ
ト
リ
ッ
ク
神
戸
中
央
教

会
が
今
秋
の
完
成

震
災
で
倒
壊
し
た
神
戸
市
中

央
区
の
下
山
手
、
中
山
手
両
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
と
灘
教
会
を
含

む
３
教
会
を
統
合
し
「
カ
ト
リ
ッ

ク
神
戸
中
央
教
会
」
と
な
る
。

設
計
は
㈱
村
上
晶
子
ア
ト
リ

エ
が
担
当
。
外
観
は
象
徴
の
造

形
と
し
て
三
位
一
体
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
３
つ
の
壁
に
よ
っ
て
椎

成
し
、
屋
根
は
シ
ン
プ
ル
な
切

り
妻
型
の
屋
根
を
か
け
る
こ
と

で
、
そ
の
平
面
形
の
特
性
か
ら

ボ
ケ

盃

鐸劃

今秋の完成のカトリック神戸中央教会

☆
ぱ
し
ふ
い
つ
く
び
い
な
す
で

行
く
国
内
ク
ル
ー
ズ

外
洋
客
船
〃
ぱ
し
ふ
い
つ
く

び
い
な
す
″
で
、
雄
大
な
リ
ア

ス
式
海
岸
を
眺
め
な
が
ら
三
陸

の
港
を
巡
る
「
み
ち
の
く
三
陸

海
岸
大
船
渡
・
金
韮
山
ク
ル
ー

ズ
」
を
、
８
月
加
日
側
～
９
月

祭
壇
に
向
か
っ
て
上
昇
す
る
内

部
空
間
を
も
ち
、
箱
舟
に
イ
メ
ー

ジ
を
重
ね
て
い
る
。
信
徒
席
を

壁
が
両
手
で
包
み
込
む
よ
う
に

緩
や
か
に
囲
み
、
ス
リ
ッ
ト
の

窓
が
祭
埋
に
向
う
。
祭
壇
上
部

に
は
天
窓
か
ら
聖
霊
の
降
臨
を

予
感
さ
せ
る
光
が
注
ぎ
、
同
じ

敷
地
の
中
に
作
る
社
会
活
動
セ

ン
タ
ー
と
共
に
広
場
を
囲
む
こ

と
で
、
外
部
空
間
全
て
も
教
会

の
空
間
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い

る
。
新
教
会
も
み
ん
な
に
親
し
ま

れ
、
歴
史
と
伝
統
を
育
み
神
戸

の
象
徴
と
な
っ
て
ほ
し
い
。

３
日
㈹
の
日
程
で
実
施
す
る
。

８
月
帥
日
側
に
大
阪
港
を
、
翌

釦
日
㈹
に
横
浜
港
を
出
航
後
、

太
平
洋
を
北
上
し
大
船
波
港

（
岩
手
県
）
、
石
巻
港
（
宮
城
県
）

を
巡
り
、
９
月
釦
日
に
横
浜
港

に
帰
港
予
定
。

こ
の
ク
ル
ー
ズ
の
み
ど
こ
ろ

は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
大
自
然

が
作
り
上
げ
た
荒
々
し
く
も
あ

り
雄
大
な
リ
ア
ス
式
海
岸
の
景

観
。
特
に
南
三
陸
金
華
山
国
定

公
園
は
リ
ア
ス
式
海
岸
で
有
名

な
地
域
で
、
中
で
も
金
華
山
島

は
花
間
岩
の
海
食
景
観
が
素
晴

ら
し
い
。

ま
た
、
金
色
堂
を
は
じ
め
３

０
０
０
余
点
の
国
宝
や
重
要
文

化
財
を
伝
え
る
平
安
美
術
の
宝

庫
で
あ
る
中
尊
寺
や
、
浄
土
庭

園
が
有
名
で
国
の
特
別
史
跡
、

特
別
名
勝
の
二
重
指
定
を
受
け

て
い
る
毛
越
寺
、
巨
岩
絶
壁
が

つ
ら
な
っ
た
日
本
百
景
に
も
選

ば
れ
る
名
勝
・
げ
い
び
渓
な
ど

現
代
の
「
水
漏
れ
」

神
戸
市
営
地
下
鉄
駅
コ
ン
コ
ー

ス
に
「
天
上
よ
り
水
漏
れ
注
意
」

の
張
り
紙
を
見
掛
け
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
「
天
上
」
を
操
る

の
は
悟
り
の
際
の
人
と
覚
え
て

き
ま
し
た
。
良
寛
さ
ん
「
天
上

大
風
」
し
か
り
。
「
唯
我
独
尊
」

し
か
り
。

こ
の
運
動
は
人
権
の
水
漏
れ

を
許
さ
な
い
決
意
で
臨
ん
で
き

ま
し
た
。
放
置
す
れ
ば
人
権
の

堤
は
破
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

人
を
人
と
し
て
尊
ぶ
こ
と
に

温
度
差
が
あ
り
ま
す
。
意
識
の

内
外
で
態
度
や
言
葉
に
図
ら
ず

も
顕
れ
て
き
ま
す
。
指
摘
さ
れ

て
初
め
て
気
付
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
「
か
わ
い
そ
う
に
」
の

隙
が
い
者
観
か
ら
早
く
抜
け
出

し
ま
し
ょ
う
。

水
漏
れ
が
天
上
に
あ
っ
て
は

困
り
ま
す
。
現
世
で
す
ら
な
く

そ
う
と
す
る
の
で
す
か
ら
。
堤

は
陣
が
い
者
に
も
中
東
に
も
あ

り
ま
す
。

初
期
消
火
に
失
敗
し
油
田
全

体
に
火
が
広
が
る
が
如
し
並
べ

て
は
（
小
池
光
）－
Ｍ

誕
生
日

あ
り
が
と
一

運
動

1０４

2万6千トンのクルーズ客船ばしふいつくびいなす

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
・
本
部

〒
６
５
０
．
８
７
９
０
神
戸
市

中
央
区
中
町
通
４
．
２
．
、
村

上
ビ
ル
Ｂ
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７
８
ｏ
３

６
０
。
１
２
５
７

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



☆
第
帽
回
全
国
お
手
玉
遊
び
神

戸
大
会
開
催

お
手
玉
は
子
供
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
や
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
・
楽
し
み
づ
く
り
・
リ
ハ

ビ
リ
な
ど
多
世
代
で
楽
し
め
る

上
、
外
国
か
ら
の
方
々
と
の
交

流
に
も
一
役
か
つ
た
遊
び
で
あ

る
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
り
伝
承
文
化
で
も

船
旅
を
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

国
旅
行
代
金
／
１
４
６
，
０
０

０
円
～
７
２
０
，
０
０
０
円

■
お
問
合
せ
／
日
本
ク
ル
ー
ズ

客
船
㈱

盃
０
６
－
６
３
４
７
１
７
５
２
１

言
言
ぺ
へ
君
署
ニ
ミ
９
房
’
亀
己
路
・
８
言
へ

1０５

を
訪
れ
る
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

も
設
定
。
東
北
の
魅
力
を
堪
能

で
き
る
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。

寄
港
地
と
な
る
大
船
渡
・
石

巻
港
で
は
、
地
元
の
方
々
に
よ

る
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
郷

土
芸
能
が
披
露
さ
れ
る
。
船
内

で
の
食
事
は
シ
ェ
フ
自
慢
の
フ

ル
コ
ー
ス
デ
ィ
ナ
ー
を
は
じ
め

朝
食
，
昼
食
・
夜
食
そ
の
ほ
か

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
な
ど
１
日
最
大

７
食
用
意
さ
れ
て
お
り
、
メ
イ

ン
シ
ョ
ー
の
ほ
か
船
長
主
催
の

ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
も
あ
り

さ
ま
ざ
ま
な
船
内
イ
ベ
ン
ト
が

楽
し
め
る
。
２
万
６
千
ト
ン
の

豪
華
ク
ル
ー
ズ
客
船
で
、
美
し

く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
東
北
へ
の

☆
神
戸
港
か
ら
の
ク
ル
ー
ズ
を
楽

し
も
う
海
の
記
念
日
に
、
略
日
の
夜
峰

か
ど
も
と
み
の
る
さ
ん
（
神
戸
港

を
考
え
る
会
会
長
）
の
メ
リ
ケ
ン

波
止
場
の
出
版
記
念
会
を
、
に
っ

ぼ
ん
丸
の
船
上
で
開
き
、
約
卯
名

が
参
加
。

花時計

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ

★
関
西
瞳
力
㈱
神
戸
支
店
長
・
森
則

明
氏
が
、
６
月
別
日
付
け
で
退
任
。

㈱
原
子
力
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
特

別
顧
問
に
。
７
月
よ
り
、
井
狩
雅
文

氏
が
神
戸
支
店
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。★
㈱
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
代
表

取
締
役
中
内
仁
氏
よ
り
、
６
月
邪
日

の
株
主
総
会
に
お
い
て
、
取
締
役
・

中
内
力
、
柏
井
健
一
、
須
賀
博
司
、

蔵
田
毅
各
氏
が
退
任
。
中
内
力
氏
は

中
・
内
力
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
振
興
財
団

理
事
艮
に
専
念
さ
れ
、
田
中
敦
仁
氏

は
取
締
役
を
退
任
、
相
談
役
に
就
任
。

森
下
栄
生
氏
が
専
務
取
坐
郡
役
に
昇
任
。

取
締
役
に
、
三
原
修
二
、
家
次
恒
氏

が
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

☆
㈱
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
神
戸
（
原
邦
彦

代
表
取
締
役
社
長
）
よ
り
、
梶
木
節

二
専
務
、
居
関
正
二
郎
取
締
役
が
退

任
さ
れ
篠
原
聖
一
氏
が
専
務
。
取
締

役
総
支
配
人
に
野
本
哲
平
氏
が
新
任

さ
れ
ま
し
た
。

☆
㈱
夢
舞
台
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル

淡
路
リ
ゾ
ー
ト
＆
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

の
津
田
貞
之
氏
が
代
表
取
締
役
会
長

に
。
社
長
に
足
立
昭
氏
が
６
月
よ
り

就
任
さ
れ
、
津
Ⅲ
氏
は
側
兵
庫
県
国

際
交
流
協
会
副
理
事
長
と
し
て
活
踊

さ
れ
ま
す
。

☆
㈱
ワ
ー
ル
ド
よ
り
へ
側
神
戸
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
協
会
に
出
向
中
の
岸
上
龍
平

氏
が
退
職
。
〃
産
業
力
と
デ
ザ
イ
ン

の
融
合
“
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
㈱
Ｉ
Ｃ

Ｄ
Ａ
（
代
表
取
締
役
）
を
５
月
６
日

に
股
立
。
〒
６
５
１
．
０
０
８
６
中

央
区
磯
上
通
４
１
３
１
岨
Ｉ
Ｐ
Ｓ
Ｘ

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
８
０
４
ａ
０
７
８
１
２
０

０
１
３
６
６
９
Ｆ
ａ
ｘ
Ｏ
７
８
Ｉ

２
０
０
１
３
６
７
７

☆
８
月
４
日
伽
「
金
井
英
朗
空
き
偲
ぶ

会
」
が
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
で

（
１
万
円
）

☆
８
月
蛇
日
⑪
柏
木
薫
さ
ん
の
神
戸

市
文
化
活
動
功
労
賞
受
賞
と
「
独
り

な
り
け
り
」
の
出
版
記
念
会
が
ラ
ッ

セ
ホ
ー
ル
で
（
８
千
円
）

で
や
ろ
う
と
企
画
し
て
い
る
。
下

関
で
は
上
原
ま
り
さ
ん
の
平
家
物

語
の
琵
琶
演
奏
が
決
定
し
て
い
る

の
で
楽
し
み
だ
。

船
キ
チ
の
上
川
庄
二
郎
さ
ん
が

と
も
か
く
面
白
い
ク
ル
ー
ズ
の
コ
ー

ス
を
考
え
て
、
神
戸
港
か
ら
船
旅

を
、
横
浜
に
負
け
ぬ
よ
う
頑
張
ろ

う
と
声
を
か
け
ら
れ
た
。
シ
ニ
ア

時
代
に
船
旅
は
絶
対
受
け
る
こ
と

間
述
い
な
い
。
大
い
に
神
戸
港
か

ら
の
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
も
う
。

（
Ｍ
・
Ｋ
）

過
日
の
当
日
は
、
朝
９
時
か
ら

神
戸
ｌ
大
阪
の
ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ

を
含
む
ク
ル
ー
ズ
を
神
戸
市
の
港

湾
局
と
月
刊
神
戸
っ
子
の
共
催
で

開
き
、
約
２
７
０
名
が
参
加
し
た
。

こ
の
秋
に
は
に
っ
ぽ
ん
丸
で
如

月
妬
日
～
羽
日
の
４
泊
５
日
で
、

屋
久
島
と
奄
美
大
島
ク
ル
ー
ズ
。

作
家
の
王
岡
か
お
る
さ
ん
が
ゲ
ス

ト
。

さ
ら
に
来
春
は
、
宮
尾
登
美
子

の
平
家
物
語
の
〃
義
経
〃
が
テ
レ

ビ
の
大
河
ド
ラ
マ
に
な
る
と
あ
っ

て
、
３
月
末
に
、
瀬
戸
内
海
ク
ル
ー

ズ
を
ぱ
し
ふ
い
つ
く
び
い
な
す
号

あ
る
〃
お
手
玉
遊
び
〃
を
広
く

長
く
継
承
す
る
べ
く
全
国
お
手

玉
遊
び
神
戸
大
会
が
開
催
さ
れ

る
。
一
般
の
方
の
参
加
・
見
学

大
歓
迎
″
伝
承
遊
び
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
ど
う
ぞ
。

面
９
月
四
日
⑪
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ
神
戸
に
て

■
問
合
わ
せ
／
第
過
回
全
国
お

手
玉
遊
び
神
戸
大
会
実
行
委
員

会盃
０
７
８
１
２
３
１
１
２
１
６
６

頁
胃
ミ
ミ
ミ
ミ
．
旨
の
岩
へ
四
３
巨
一

丙
○
言
へ
。
ざ
岳
臼
奥
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□ザ

平
坦
地
で
荷
物
を
運
ぶ
用
具
と
し
て

は
手
提
げ
袋
や
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
が

あ
り
ま
す
が
、
起
伏
の
激
し
い
登
山
道

で
は
両
手
を
使
っ
た
り
、
バ
ラ
ン
ス
を

崩
し
た
り
し
な
い
荷
物
の
背
負
い
方
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
両
手
が
い

つ
で
も
使
え
て
、
な
お
か
つ
バ
ラ
ン
ス

良
く
荷
物
を
背
負
う
こ
と
で
き
る
ザ
ッ

ク
が
ベ
タ
ー
で
す
。
長
い
山
登
り
の
歴

史
の
中
で
ザ
ッ
ク
は
横
長
タ
イ
プ
の
キ

ス
リ
ン
グ
型
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
で
普
及

し
て
い
る
フ
レ
ー
ム
ザ
ッ
ク
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
で
は

縦
長
型
の
ア
タ
ッ
ク
ザ
ッ
ク
タ
イ
プ
が

多
く
の
人
達
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
縦

長
型
の
ザ
ッ
ク
は
荷
物
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
背
負
え
る
だ
け
で
な
く
、
縦
走
路
の

岩
角
に
フ
レ
ー
ム
が
当
た
っ
て
バ
ラ
ン

ス
を
崩
し
た
り
、
キ
ス
リ
ン
グ
の
サ
イ

ド
ポ
ケ
ッ
ト
が
木
の
枝
に
妨
げ
ら
れ
て

歩
き
難
い
と
い
っ
た
不
都
合
を
軽
減
し

て
く
れ
ま
す
。

ル
ッ
ク
ザ
ッ
ク
の
容
量
（
大
き
さ
）

は
、
山
歩
き
の
目
的
や
期
間
に
あ
わ
せ

て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
身
長

に
合
わ
せ
た
ザ
ッ
ク
を
選
ぶ
こ
と
は
、

荷
重
が
肩
や
腰
な
ど
に
集
中
す
る
の
を

避
け
る
た
め
に
も
十
分
吟
味
し
ま
し
ょ

う
。
目
的
や
身
体
に
合
わ
せ
た
ル
ッ
ク

穂：

重麗』恒夫の

山歩き教室
（９）

ザックの選び方と

荷物の詰め方

ザ
ッ
ク
は
行
動
を
楽
に
し
、
疲
労
を
軽

減
し
ま
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
や
日
帰
り
の

登
山
な
ら
ば
、
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
、

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
、
非
常
食
、
カ
メ
ラ
な

ど
が
入
る
別
～
釦
リ
ッ
ト
ル
の
容
量
の

ザ
ッ
ク
で
十
分
で
す
。
別
リ
ッ
ト
ル
前

後
の
ザ
ッ
ク
は
デ
イ
パ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
、

開
閉
部
分
は
フ
ァ
ス
ナ
ー
で
荷
物
の
出

し
入
れ
が
楽
に
で
き
ま
す
。
山
小
屋
利

用
の
山
歩
き
で
は
必
需
品
以
外
に
着
替

え
や
食
料
な
ど
の
量
が
増
え
る
の
で
如

リ
ッ
ト
ル
前
後
の
容
量
の
ザ
ッ
ク
が
使

い
易
い
で
し
ょ
う
。
テ
ン
ト
利
用
の
山

歩
き
で
は
テ
ン
ト
、
マ
ッ
ト
、
シ
ュ
ラ

フ
ザ
ッ
ク
の
ほ
か
、
炊
事
用
の
コ
ン
ロ

や
コ
ッ
フ
ェ
ル
、
燃
料
、
食
料
な
ど
も

携
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
卵

～
帥
リ
ッ
ト
ル
の
大
型
ザ
ッ
ク
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ポ
ケ
ッ
ト
数
は
少
な
い

方
が
使
い
や
す
い
よ
う
で
す
。

ザ
ッ
ク
に
は
上
部
か
ら
詰
め
込
む
筒

型
と
フ
ァ
ス
ナ
ー
で
全
開
す
る
タ
イ
プ

が
あ
り
ま
す
が
、
全
開
タ
イ
プ
は
容
量

表
示
よ
り
収
納
で
き
る
荷
物
の
量
は
少

し
少
な
く
な
り
ま
す
。
最
近
で
は
背
中

の
パ
ッ
ド
や
ウ
ェ
ス
ト
ベ
ル
ト
も
進
化

し
て
背
負
い
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

荷
物
の
詰
め
方
の
上
手
下
手
は
、
背
負

い
易
さ
や
重
量
感
に
影
響
す
る
ば
か
り

0６

（
し
げ
ひ
ろ
つ
ね
お
）

１
９
４
７
年
山
口
県
徳
山
市
生
ま
れ
。
列
年
オ
ニ

ッ
カ
（
現
ア
シ
ッ
ク
ス
）
に
入
社
。
沼
年
エ
ベ
レ

ス
ト
南
西
壁
の
世
界
最
高
点
（
当
時
）
へ
到
達
、

万
年
、
日
本
人
と
し
て
Ｋ
２
に
初
登
頂
、
加
年
、

北
壁
か
ら
の
新
ル
ー
ト
で
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
に
登
頂
。

鎚
年
の
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
交
差
縦
走
（
日
本
・
中
国
・

ネ
パ
ー
ル
三
国
友
好
登
山
隊
）
で
は
、
登
華
隊
長

と
し
て
、
世
界
最
高
峰
を
舞
台
に
し
た
世
界
初
の

交
差
縦
走
を
成
功
に
導
く
。
躯
年
、
当
時
未
踏
の

最
高
峰
で
あ
っ
た
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
の
初
登
頂
を

指
揮
。
鯛
年
、
日
本
百
名
山
を
畑
日
で
連
続
踏
破

し
た
。

ユ

で
な
く
、
疲
労
の
度
合
い
に
影
響
を
与

え
る
の
で
あ
ら
か
じ
め
詰
め
方
の
練
習

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
着
替
え
な
ど

は
空
気
を
抜
く
よ
う
に
押
さ
え
て
た
た

み
、
で
き
る
だ
け
小
さ
く
し
て
防
水
袋

な
ど
に
入
れ
て
お
き
ま
す
。
雨
具
や
防

風
着
は
す
ぐ
取
り
出
せ
る
よ
う
に
ザ
ッ

ク
の
上
部
に
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

荷
物
は
む
や
み
に
む
や
み
に
詰
め
込
む

の
で
は
な
く
、
軽
く
か
さ
ば
る
も
の
は

ザ
ッ
ク
の
底
か
ら
外
側
へ
、
重
い
も
の

は
背
中
か
ら
首
筋
に
向
か
っ
て
つ
め
ま

す
。
ザ
ッ
ク
全
体
が
丸
く
な
ら
な
い
よ

う
に
、
ま
た
ザ
ッ
ク
の
両
端
に
隙
間
が

で
き
な
い
よ
う
に
平
た
く
詰
め
て
い
き

ま
す
。
詰
め
終
わ
っ
た
ら
必
ず
背
負
っ

て
み
て
、
背
中
へ
の
当
た
り
や
バ
ラ
ン

ス
な
ど
の
具
合
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
コ
ッ
プ
な
ど
の
小
物
類
を
ザ
ッ
ク

の
外
側
に
ぶ
ら
下
げ
る
の
は
、
歩
行
の

邪
魔
に
な
っ
た
り
紛
失
の
原
因
に
な
っ

た
り
し
ま
す
か
ら
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ザ
ッ
ク
の
中
の
荷
物
を
濡
ら
さ
な
い

た
め
に
は
、
イ
ン
ナ
ー
バ
ッ
グ
や
レ
イ

ン
カ
バ
ー
の
併
用
が
必
要
で
す
。
ザ
ッ

ク
の
中
身
は
雨
中
で
出
し
入
れ
す
る
時

に
濡
れ
や
す
い
の
で
、
ザ
ッ
ク
の
上
部

に
タ
オ
ル
を
１
枚
用
意
し
て
お
け
ば
濡

れ
る
度
合
い
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
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日本の近代アルピニズム（登山思想）発祥の地ロックガーデンを地獄谷から辿る
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